
変更日数は変更請求の日からその定期乗車券の有効期限までの

全部の日数であることを要する。

急行券 ・ 寝台券の極類変更はとくに取扱回数に制限を設けて

いない。

4 変更手数料

急行券 ・ 寝台券の変更については， 原券 l 枚について 10 門の

手数料を収受する。上級乗担民主極類変更とを同時に耳元扱う場合

も， ni\券 1 枚について 10 円とする。

定期乗車券の変更については，原定期衆車券 l 枚について 30

円の手数料を収受する。等級変更 ・ 区!日l変更と種類変更とを同

時に取扱う場合も ， 原券 l 枚について 30 円とする。

5 旅客運賃・料金の計算方

(1) 急行券

既収急行料金と ， 変更しようとする急行料金に原急行券 l 枚

ごとに手数料 10 阿を合計した額とを比較して，不足綴は追徴し，

過剰傾は払いもどしをする。

(2) 寝台券

既収寝台料金と，変更しようとする寝台料金にlJit寝台券 l 枚

ごとに手数料 10 円を合計した傾とを比較して， 不足綴は追徴し，

過剰領は払いもどしをしなL 、。

(3) 定期乗車券

原定期乗車券の通用!tIJ聞と同じ !t!]聞の変更しようとする定期j

旅客運賃(通用期間 6 箇月の通勤 ・通学定期衆車券を普通定期

乗車券に変更する場合の， 変更しようとする定期旅客運賃は，

適用期間 3 箇月の普一通定期旅客運賃を 2 倍した額による)と，

旅客からすでに収受している定期旅客運賃との差額に，定期乗

車券の未使用期間の日数(変更の当日は， 未使用期j聞に;p:入す

る)を乗じ ， 定期乗車券の総日数で除した 1 9_ 
額を端数計算した金額を，追徴のときには I I ,Ó 

手数料 30 円を加え，払いもどしのときには t

手数料 30 門を差しi] 1 ~ 、て，追徴または払い

もどしをする。

6 取扱方

( 1) 急行券

禁事前に駅で変更の取扱をした場合には，

原急行券と引換に特殊補充券を発行して旅

客に交付し， 急行料金の追徴または払L 、も

どしをする。

旅客が急行列車出発前

に乗務員に変更の請求を
にIJt?l 7(]7 

した場合は，原急行券を 4…ー

回収し，車内補充券を発

行して旅客に交付する。

この場合不足額は乗務員

において追徴し，過剰吉買

は前途のJ択で払いもどし

の取扱をする。

(2 ) 寝台券

急行券の場合に準ずる。

(3) 定期乗車券

原定期乗車券を回収し，

それ以後の乗車紛周とし

て、変更した極類に対す

る定期乗車券を補充式の

もの(通周期間 6 箇月の

通勤・通学定期乗車券を

しゅれんぼう

普通定期乗車券に変更した場合は，通周期間 3 箇月用のものを

使用する)によって発行し旅客に交付する。この湯合交付する

定期衆車券の券聞には， 再交付の印(縦 ・ 横 1cm で印影は回)

を担JIなつする。また，券面の表示方は， 旅客運賃は， 不足額を

追徴したものにあっては原券の旅客運賃綴と追徴額(手数料と

も)との合J1額を，過剰額の払いもどしをしたものにあっては，

原券の旅客巡貨から過剰額(手数料を控除したもの)を差し引

いた残額を，発行月 日は変更l反扱当日の月 日を記入するほか，

変更の事由を余白に L甑変1 の例に より 記載する。

定期乗車券原裂には， 記事らんには変更当日の年月日および

事由を記入し，衆車券番号 ・ 極類等の相当らんの記入事項は適

宜赤醤訂正する。(平林喜三造)

しゅれんぼう 主連棒 (蒸気後関車の) (英)connecting rod, 

main rod クロスヘッドと主F ランクピンを連結する長い鯵で，

これを介してピスト γの往復巡動を主í111J輸の回転運動にかえる。

その一端スモールエンド(図ーl および闘 2の!被号 3 )はクロス

ヘッドピ γによりクロスへッドと連結され， 他端の ピグエンド

(図ーl および図ー2 の!煎号 2 )は主il!fJ輸のクラ γ クピ γにはまる。

その構造は主連機体(両図共l照号 1 )ピグェ γ ド受金(両図共照

号 2) ピグェ γ ド加減くさび(図ー1 の!照号 4) スモーノレエ γ ド受

金(図ーl および図ー2 の照号 3) スモ ールエ ン ド くさび(図ーl の

照号 6， 図 -2 の照号 4 )スモールエ ソドくさび受(図ー1 の照号 7，

図 2 の照号 5) などからなっている。ピグエ γ ド受金には中失

で 2 分割されたものと，一体のもの(丸プシ ュ)の 2 樋英語がある

が， 一般には 2 分muされたものが使われている。ピグエ ンドカ目

減 く さびおよびスモ ー ルエ γ ドくさびは， 受金のピン穴が摩耗

1. 主述鯵(受金分担~J式)

手望書告書官忠告君主宰望告書言語吾告書王三ー ー ;:_::=.~::.. :二

も，。
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2 主 連勝(丸プシュ式)

一一- 769 一一ー




